
一戸町地域おこし協力隊 渡辺 達也

まちで活動し続けるために必要な

地盤づくりの大切さについて

まちで活動して気がついた



——自己紹介——

• 氏名：渡辺 達也（27）

• 着任：2020年７月 さいたま市から一戸町に移住

• 現在：一戸町 地域おこし協力隊【広報支援担当】

• 趣味：ものづくり(料理、プラモデル、コーヒー

レザークラフトなど)ツーリング、キャンプ

～アウトドア



• 岩手県北部に位置する人口約12,000人の自然と歴史が豊かな町。

• 森林、河川、風力などを活用した再エネ100宣言にも参加し、町内で
作った電気を横浜市へ供給もしている。

さらっと、一戸町のご紹介

基本情報

• 交通インフラ面では「IGR岩手銀河鉄道」の駅が4つ、町内を縦にまっす
ぐ走る「国道４号」、八戸自動車道「一戸IC」など、隣の二戸市、岩手
町は新幹線の停車駅にもなっている。

• 御所野遺跡が2021年7月27日「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文
化遺産へ登録されました。

• 御所野遺跡、県立児童館いわて子どもの森、奥中山スキー場、大志田ダ
ムの菜魚湖の氷上ワカサギ釣り、観光天文台、などなど。

交通・観光について



——活動——

・広報(取材)のお手伝い

・ふるさとＣＭ大賞

・地域おこし協力隊「瓦版」の作成

・町内外でイベントチラシ等の作成

・SNS・YouTubeなどによる発信

―番外編—

・高森高原キャンプ場の整備

・いちドキ広場管理(一戸駅交流スペース)

など



——移住のキッカケ——

JOINの移住定住フェア2020に参加。

一戸町を知り、３月に移住体験。

関わった地域—SMOUT会話履歴から―

北海道、岩手県(洋野町、釜石市、陸前高田市)、宮城県、福島県、
山形県、新潟県、長野県、茨城県、群馬県、神奈川県、山梨県、
石川県、和歌山県、岡山県、鳥取県

移住体験 2020/3/11～3/13

一戸町へ移住体験し、寒く厳しい環境と感じたが、忙しいながら
も付きっ切りで案内してもらった、役場担当者、公営塾がある日
だったにもかかわらず、奥中山の移住体験住宅まで来てくれ、料
理を振舞ってくれた荒内さん、菊地さん。寒く厳しい季節だった
ので、地域は要所要所だったが、今考えると、暖かい人たちに惹
かれ、移住を決断した。この人たちになら頼っても良いのかもし
れないとも感じた。



——２０２０年の活動——

広報いちのへ

Ichinohe
一戸町地域おこし協力隊チャンネル

YouTube

・協力隊の週ミーティングを提案

・一戸高校で講師として授業に参加

・セミナーなどに積極的に参加

・イベントチラシ等の作成依頼に対応 等々.

一戸町作品 ※岩手朝日テレビ

ふるさとCM大賞

一戸町地域おこし協力隊

瓦版

・取材、記事作成のお手伝い
┗記事作成のノウハウ

・町民の方々と接点が激増
・岩手県内広報賞「組み写真部」
で大賞

・動画編集、動画撮影スキルGET
・町で取材した動画を記録、発信
・町外の人に町のことを知っても
らい、動画として紹介もできる。
└バイク動画を見て来町も！

・総合監督として参加
・役場、町民の方と協力して作成

その他の活動

7月 9月 10月

12月



一戸町地域おこし協力隊【瓦版】創刊

・広報いちのへで身に着けたノウハウを活用
・広報では載せられない取り上げられないことも【瓦版】ではできる

※2020年12月創刊 町内全戸配布で発行

・発行目的
1.自分たち「地域おこし協力隊」のことを知ってもらうため
└協力隊とは？、外からきた自分たちが町で活動を続けるため
知らないやつが勝手に何かしている、という状況を避ける

2.一戸町ではアナログな情報発信のほうがまだまだ強いと思った。
└広報に携わったこと、回覧板、町の掲示板を見ている人の多さ

両面１
枚刷り



一戸町地域おこし協力隊【瓦版vol.02】
新隊員の紹介
イベントの報告



２０２０年の活動 まとめ

➢７月 移住

➢７月～ 広報活動の支援として取材同行/単独も

➢８月～ 週２回の協力隊ミーティングを提案実施

➢９月～ YouTubeチャンネル開設 動画編集スキルGET

➢８月～１１月 ふるさとＣＭ大賞の制作 なんか上手くいかず

➢１２月～ 瓦版創刊 広報支援でのスキル活用

➢１２月 岩手県内広報賞受賞「組み写真の部」

➢１月～ セミナーに積極的に参加 交流・情報収集を始める

➢２月 初イベントチラシ作成 一戸町×葛巻町合同募集説明会



割りと、一年目は上等かな？



一戸町地域おこし協力隊【瓦版vol.05】 新たなステップへ

町民の方と
表紙を！



一戸駅中交流スペース【いちドキ広場】オープン！

2021年7月からオープンした【いちドキ広場】にある窓口

に移住定住担当の高橋隊員と交代で常駐することとなった。

金・土・日は元協力隊の方がカフェを開いている。

主な利用者

観光者、通院している方、駅を利用の方、町民、学生など

駅にいることで…

一戸町には「道の駅」がなく、観光者が訪れることも多い。
更に協力隊の私たちがいることで管理はもちろん、コロナ禍
で難しくなっていた町民の方たちと交流、情報交換ができる
ようになった。



あなた、もっと前に出なさい！
まちのお母さんたち



意識した結果？任せていただいた仕事など

イベントチラシ作成
なぎなたフェス、聖火リレー、音楽イベント、本イベントなど

今までより町内外で積極的にいろいろなことに関わり続けて、自分
の実績としてもアピールしていたこと、関わり続けて多くの人と、
つながりをつくることができた結果、仕事にも繋がった。

町内の小中学校、教育委員会から動画作成依頼
ふるさとCM大賞やYouTubeで動画投稿をしていることから

町内のキャンプ場管理運営

町内で半遊休施設となっていたキャンプ場の活用について企画書を作

成し、役場の方と交渉のうえOKをもらうことができた。

瓦版でも進捗をお知らせし、キャンプが好きな町民のファンもできた

などテレビ、ラジオ、新聞などメディアへの出演



２０２１年の活動

➢昨年～ 瓦版継続（現在vol.7まで発行）

➢４月 食品衛生責任者養成講習 受講

➢４月 イベントチラシ作成 なぎなたフェス/６月 聖火リレー

➢６～７月 遠野市【㈱富川屋】考えて動かす学校 参加

➢７月～ 高森高原キャンプ場 整備開始

➢７月～ 一戸駅中交流スペース「いちドキ広場」管理

➢１０月～ 高森高原キャンプ場 宿泊体験

➢１０月～ ふるさとCM大賞作品作成～入稿

➢１１月 県開催のイベントチラシの作成

➢１２月 小中学校、学校教育課との撮影・動画制作依頼があり参加



まとめ



自分たちが何者なのか、普段の活動、目的などを示すことで、町の外から来たヤツではなく、地

域おこし協力隊という肩書が自己紹介で通じる町で、いち町民として活動ができるようになった。

【瓦版】を継続して発行している効果



積極的に講習・セミナーに参加するメリット

正直、似たり寄ったりなセミナーは多い。ですが、講師
はもちろん、セミナーの内容に沿った目的を持ったひと
が必ず居ます。

町の外から来た協力隊としては強力な味方

内容が似ていたとしても、新たな繋がり。

新たなことが学べなさそうでも、再認識や気づき、につな

げられれば、自信にも繋げることができる。

キッカケづくり



各方面との報・連・相(ミーティング)

同じ協力隊や仲間チームなど

任務が違う同じ町の協力隊員同士でも定期的に情報交換を

絶やしてはいけない。活動内容、進捗、今後の動きなど。

一番身近に居る頼っていい人

町で活動するうえで忘れてはいけない人たち

地域おこし協力隊という色々ある立場で真っ先に関わって

くれる人たちでもある「役場の人たち」です。

役場の人たちとの信頼関係があるからこそ、活動できてい

ることは多く、続けて町で活動していくうえで大切です。



ご清聴ありがとうございました


